
令和８年度まちづくり懇話会
日時：令和８年４月24日（金）18：00～
場所：江差町文化会館小ホール 令和８年５月７日時点

No 発 言 者 意 見 内 容 意 見 に 対 す る 当 日 回 答 内 容

1 Ａ 売上、年間収支に関して、どう考えているのか。
初年度は１億8,500万円で計画し、次年度以降、約10％ずつ伸ばす計画である。【アイビッ
ク食品】

2 Ａ
加工している店との連携を大変だからと、手を引くことはないの
か。

一切、考えていない。事業者と創意工夫しながら、進めていきたい。【アイビック食品】

3 Ｂ
前回の懇話会の資料から面積が３分の１、面積が小さくなっている
が、町側の指示か。

町から基本的な考え方を提示し、事業者から提案のあったもので承認しているため、町側
の指示ではなく、事業者が出してきた案である。【江差町】

4 Ｂ
13年間のうち、子どものスペースは何回かリニューアルを検討して
いるのか。

遊具固定は飽きてしまうので、ローテーションする、新しいものを入れることを考え、飽
きないように考えている。【アイビック食品】

5 Ｂ 災害避難として、津波対策はどうなのか。
現在の津波想定よりも大きい波を想定し、建物は耐えられる計算である。上町に避難が難
しい方は建物の上に上がっても大丈夫なよう考えている。【山田総合設計】

6 Ｃ
ある程度、決まってから意見を求めるのではなく、早い段階から懇
話会・意見交換を行うべきではないか。

7 Ｃ
サーモン・カニと推しているが、一時的な漁であり、加工している
店がない。漁業者・農業者と意見交換をもっとするべき。

8 Ｄ 道の駅のトイレとして機能していないのではないか。

9 Ｄ 団体として20～30人が来町した場合、足りないのではないか。

説明の場が少ないという指摘はしっかり受け止め、役場側と事業者側との意見交換の場で
の連携により、地域経済の活性化に繋がるよう道の駅の運営、まちづくりに取り組んでい
きたい。【江差町】

来場者のことを考え、個数は少ないかもしれないが、荷物を持ち込むなど余裕を持たせる
考えであり、他のスペースも考慮し、この配置となっている。【山田総合設計】
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10 Ｅ 従来の開陽丸センター職員、役割はどうなるのか。 道の駅の従業員募集があった際に、応募してもらうこととなる。【江差町】

11 Ｅ 海の駅にも認定されているが、今後はどうなるのか。 引き続き海の駅認定されるよう整理をしていきたい。【江差町】

12 Ｅ 道の駅に繋がる港湾道路の環境が悪い。
かもめ島入口の交差点改良によりラウンドアバウトとなるが、その際にあわせて整備され
る。【江差町】

13 Ｅ 農産物をはじめ、江差町だけの物販か、広域的な考えはあるのか。
農協と協議をしているが、江差町の農家だけではなく、他の道の駅との連携も視野に入れ
ながら、広域的な取り組みを行うことを検討している。【アイビック食品】

14 Ｆ
道の駅が建設されることにより、新規雇用はどのくらい考えている
のか

15～20人くらい考えている。応募の人数によりシフトを組み検討していく。【アイビック
食品】

15 Ｆ アイビックの釣り用品を置く予定はあるのか。
地元の業者との連携はまだ話していないが、置くことになると考えている。【アイビッ
ク】

16 Ｆ 建設地がかもめが多く鳥害を検討した設計なのか。
何度か来町したが、かもめが多い状況を見ていない。今日、意見をいただいて対策をして
いきたい。【山田総合設計】

17 Ｇ 高齢者が多い町のため、高齢者に対する企画等あるのか。
高齢者のダンス教室を予定しており、江差町の皆さんのニーズに合ったコンテンツを開発
して取り組みしていきたい。【コンサドーレ】
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